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研究成果の概要（和文）： 

本課題ではどのような社会システムが技術の潜在可能性を引き出すかについて考察した。そ

の結果、（１）製薬業界におけるリポジショニングにおいて臨床時のセレンディピティーの重要

性、（２）埋没技術と顕在技術の再活用の条件には大きな差がなく、再活用された技術の価値向

上には発明者が同一であることは寄与しない。さらに特許の放棄方法は企業の製品開発能力に

影響を与えること、（３）未利用技術を有する新企業の成功には冗長的かつ密な支援ネットワー

クが関係すること、が明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The main purpose of this project is to clarify features of social system that draws 
potential of technology. We can show three results as follows; (1)Occurrence of successful 
repositioning need serendipity at the clinical experience, (2) The conditions of reusing 
technology are almost same regardless the technology is patent-filed or not. Furthermore 
inventors who reuse the patent for adding value to it are not identical to inventors who 
file the patents originally. In addition, a type of surrender of patents has effect on 
the financial performance of the firms, (3) Successes of newly created companies with 
new unused technology have something to do with their support networks that are 
non-redundant and tight rather than larger.   
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１．研究開始当初の背景 

今日の日本において大学や公的機関のみ
ならず、企業においても、技術開発投資に対
する収益率の低さが問題視されている（榊原、
2005 など）。本研究は、このような研究開発
投資率が低い理由を、技術自体の問題だけで
はなく、技術の可能性を開花させるため社会
的仕組みやシステムが整っていないことに
求め、それではそのような仕組みやシステム
とは何かを実証しようという試みである。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、「組織内で埋没している技術
の可能性を引き出すための社会システム」の
解明を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 初年度は対象業界として、製薬業界を選ん
だ。製薬業界は技術と特許とが一対一対応に
なる傾向にあるので、技術の状態が可視化さ
れやすいからである。また製薬業界において
は、リポジショニングと呼ばれる、化合物の
別用途への変更が頻繁に行われており、一度
開発が諦められた化合物が他社によって開
発が継続されるという事例が散見される。よ
って初年度は製薬業界におけるリポジショ
ニングについて事例調査を行った。これと並
行して製薬業界および他の産業の特許デー
タを活用した埋没技術の発掘、再活用、放棄
についての分析が行われ、最終年度には未利
用技術を有するベンチャー企業を取り巻く
社会ネットワークに焦点をあてた調査を行
なった。 
 
４．研究成果 
(1)リポジショニングについて 

製薬会社のリポジショニングは製薬業界
においても、注目を集めており、本研究では
乳がん治療剤として開発されたが骨粗しょ
う症や男性型脱毛症に用途変更が行われた
ラロキシフェンの事例、睡眠導入剤のサリド
マイドが多発性骨髄腫へ転用された事例な
ど、複数のリポジショニングの事例を収集し
その経緯を辿った。その結果、臨床時におけ
るセレンディピティーが重要な役割を果た
すことが認められた。さらに技術を囲む研究
者のネットワークの在り方が、セレンディピ
ティー発生の確率を高めるのではないかと
いう仮説が引き出された。 

 
(2)特許と技術の再活用と放棄 

同一企業内における特許引用を、顕在技術
の再活用と埋没技術の再活用とに区分した
上で、これらの技術の再活用条件に関する探
索的分析を行った。分析の結果、顕在技術は
それほど“顕在的”ではなく、その再利用も

漸進的なものではないことが示された。再活
用された技術の価値向上をもたらす要因に
関する探索的分析からは、顕在技術と埋没技
術の再利用に幾らかの違いを確認する一方
で、特許引用同士における同一発明者の存在
は、これらの価値向上に対し有意な寄与を 
もたらしていなかった。 

次に、特許の放棄についての考察を行った。
企業が保有する特許権の放棄パターンをも
とに、製品開発活動における go or no-go判
断を推定し、それをもとにした企業の製品開
発能力の定量化を試みた。分析の対象として、
特許権と最終製品との関係が明確になりや
すい製薬業界を選定し、各企業の製品開発能
力の推定を行った。その結果、売上高で上位
の企業群は下位のそれに比べ、優れた製品開
発能力を窺わせる放棄パターンを有してい
ることが明らかになった。 
 
(3)ネットワークと技術の活用 

ネットワークが可視化されており、用途が
明確でない技術をもつ企業としてハイテク
ベンチャーや大学発ベンチャーが研究対象
として追加され、そこでの技術の活用の関係
に関する調査が行われた。結果、大学からの
スピンオフのパフォーマンスには外部アド
バイザーネットワークが重要な役割を果た
すが、ネットワークがただ広ければよいとい
うわけではなく、非冗長的（non-redundancy）
であり密なネットワークであることが大学
発ベンチャーのパフォーマンスに正の影響
を与えることが明らかになった。 

またハイテク企業が叢生する地域におい
ても、新技術を基に設立された企業の経営者
を囲むネットワークは、初期の段階ではタイ
トかつ密でクローズなものであり、時間に沿
ってオープン化していうという傾向がある
ことが示された。 
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